
□■レポート作成講座 4 号 2021□■ 

 7 月のオンライン授業 32 期 9 クラス、33 期 3 クラスが終了しました。Zoom を初めて経験した方、緊張の 2 日間だっ

たと思います。お疲れ様でした。 

 オンラインは、研修や会議の方法として、新たなスタンダードになってきました。しかし、対面に勝るものはないとの

ご意見もいただいています。 

 コロナ禍により私たちは、人と人の距離をとらざるを得ない日常をすごすようになりました。地域の人と人をつないで

きた多くの事業が検討を余儀なくされています。今回の〇×クイズは、「認知症カフェ」をとりあげます。 

 

【国試対策◯×クイズ】 

 「認知症カフェ」とは、認知症の人やその家族を支援するため、認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰でもが参

加でき、集う場をいう。 

 答えと解説は最後に記載してあります。 

 

■Yoseijo Info・・・・・ 

 今年度の全国 5 会場に集まって行うスクーリングは、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

中止となりました。 

 5 月 28 日付でホームページにお知らせを掲載しています。 

 詳しくはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?p=4183 

※スクーリング代替授業の詳細については、6 月下旬に全受講生に向けて発送しています。届いていない場合やご不明な

点がある際は、本養成所にお問い合わせください。 

※オンライン授業を受講した皆様は、アンケート（クラス別ページよりダウンロード）の回答・提出をお願いいたします。 

※オンデマンド動画の配信期間は 8 月 31 日（火）まで、受講確認票の提出期限は 9 月 6 日（月）当日消印有効です。改

めて確認をお願いいたします。 

 

■Test Info・・・・・ 

 国家試験に関する情報をお届けします 

・第 34 回国家試験は、令和 4 年 2 月 6 日（日）です。 

 詳しくはこちら→http://www.sssc.or.jp/shakai/gaiyou.html 

・日本ソーシャルワーク教育学校連盟主催の全国統一模擬試験のご案内です。 

 詳しくはこちら→https://www.spw-mosi.com/exam/ 

 

■Plus Info・・・・・ 

 その他の情報をお届けします 

・日本知的障害者福祉協会では様々な情報を発信しております。 

 詳しくはこちら→http://www.aigo.or.jp/ 

 

■Plus Column・・・・・ 

【事例の書き方】 

 レポート提出期間の終了が迫っています。22 日とお知らせしていますが、祝日移動の影響で、26 日当日の消印有効と

なります。もうひとふんばりです。諦めないで、できたものだけでもよいので、まずは送ってください。 

 相談援助演習では、科目概要にもあるように、事例やご自身の体験を取り上げて述べることが求められます。体験や実

践を言葉にすることにチャレンジしましょう。暗黙知は、可視化することで形式知となり、他人に伝えられるようになり

ます。 



 注意してほしいのは、課題にそったまとめ方をすることです。入学小論文でも、事例紹介で終わってしまう方がいまし

た。不要な部分を削る努力も必要です。 

 そして、個人情報の取扱いにも注意しましょう。個人が特定されないような記述をお願いします。このことは、社会福

祉士の行動規範にも示されています。また、「ご利用者様」「お訪ねさせていただいた」のような過剰な敬語は必要ありま

せん。 

 ソーシャルワーカーとしての視点をもって事例を読み解きまとめることは、皆様の業務や活動にも必ず役に立つはずで

す。 

 

■Back Number・・・・・ 

 過去のバックナンバーはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?page_id=2686 

 

【国試対策◯×クイズ：答えと解説】 

【答え】○ 

 2012（平成 24）年のオレンジプランで取り上げられ、2015（平成 27）年の新オレンジプランでは、認知症のある方の

介護者への支援策として位置づけられました。 

 新オレンジプランでは、「認知症の人やその家族が地域の人や専門家と相互に情報を共有し、お互いを理解し合う場」で

あると示しています。認知症地域支援推進員が企画する等様々な実施主体・方法で開催されています。 

 厚生労働省では、コロナ禍においても運営の継続ができるようなヒントを「外出自粛時の認知症カフェ継続に向けた手

引き」にまとめ、周知を図っています。 

 認知症カフェは、「高齢者に対する支援と介護保険制度」の 27 回に出題されています。また、同様の地域活動である子

ども食堂は、「地域福祉の理論と方法」の 29 回、ふれあい・いきいきサロンは、「地域福祉の理論と方法」の 28 回に出題

されています。 

 

 

 

※掲載内容の転載・再配布はご遠慮ください。  

※メール内容に対する個別の対応は行っておりません。 

※問い合わせ等については社会福祉士養成所ホームページより行えます。 
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